
事業の計画・内容

投入資源
根拠法令・要綱等

①投入人員

関連事業
人件費合計（A）

②支出内訳 事業費（B)
（千円） 委託料

工事請負費 事業年度
公有財産購入費
その他

合計（A+B) 進捗状況
③財源内訳 特定財源 国県支出金
（千円） 地方債

受益者負担
その他特財

一般財源
上記①～③に関する特記事項

評価指標

事業開始時からの状況変化等

整
備
内
容

H18（予算） H19（予算）

2 2
H17

2正規職員     （人）

年度

委託

工事

H17
年度

区分

平成 平成 20 年度終了年度

H21H18 H19 H20

３　総事業費（千円） 648,000

・ほ場整備　　　　　　      1地区・Ａ=5.4ｈａ
・用排水施設整備　    　13路線･Ｌ=5,405ｍ
・農道整備　　　　　　    　3路線･Ｌ=1,170ｍ
・集落道整備　　　　　   　8路線･Ｌ=4,640ｍ
・集落排水施設整備　  　3路線･Ｌ=1,120m
・安全施設整備　　       14ヶ所
・活動拠点施設整備  　　2ヶ所

評
価

必要性 4
有効性 4
達成度
効率性

本事業は工事実施地区、工種とも多岐に渡るため、計画的かつ円滑に事業を実施するために地区調整、
連携を綿密に行いながら事業進捗を図ります。

16

4

2,869

3

指標設定の考え方事業の成果を測る指標

連絡先 ２２－９６６６

14,400 14,40014,400

２　規模・構造

開始年度

１　整備面積等

81,156 50,850 173,700
4,603 8,000 3,000

農村振興総合整備事業等実施要綱

光岡　菊郎

快適で住みよく、生産性の高い活力に満ちた村づくりを目的として、
農業生産性の向上を図る整備と、これに関連する農村生活環境の整
備とを一体的に行います。
①農業生産基盤整備･･･ほ場整備、農業用用排水施設整備、農道整
備　　②農村生活環境・交流基盤整備･･･農業集落道整備、農業集落
排水施設　　　整備、集落防災安全施設整備、地域農業活動拠点施
設整備

58,180 45,850 130,000

8,700 17,300

伊賀市　事務事業評価シート 整備事業

担当部課名

事業名 751

基本施策

農村振興総合整備事業（上野西部地区）
農林業費

42

A

総合評価

本事業は平成１６年度から平成２０年度までの５ヵ年を事業実施期間としており、地区との調整を行いながら計画的に整備を進めているが、事業採
択時には想定できなかった事象や地区内での再検討の結果により、事業量や事業内容に一部変更が生じてきています。

整備箇所の工事完了箇所
農業生産性や農村生活環境の向上度を指標とすべきであるが、把握ができな
いため、計画期間内に工事を完了した箇所数をもって地区要望に対する満足度
の指標としました。

平成 17 年度

5箇所

目標

進捗率 20.5

70,700 200,000
10,002
98,630

コード 名               称

作成者氏名

整
備
目
的

コード 名            称
０１ 一般会計
０６

持続的で個性的な農林業を実践する。 ０１ 農業費

１０１ 農村振興総合整備事業細目産業振興部　農林政策課
０１ 農村振興総合整備事業（上野西部地区）細々目

会計
款
項

０６ 農村総合整備事業費目

113,030 85,100 214,400
3,150 6,000

42,901 32,070 59,768

11,949 7,180 24,632


